
５月2５日（火）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町2-3-3

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

知っておきたいさまざまな肝障害
　脂肪肝・肝硬変・アルコール性肝炎など、肝臓
障害の種類を耳にすることがあります。しかし
肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれ、よほどのことが
ない限り、自分ではわかりにくいものです。専門
の医師が特徴的な症状について解説します。

三密回避により、参加は10名さまに
限らせていただきます。お電話で
事前にご予約をお願いします。

定員10名の少人数開催につき、ご予約を！

講 

師

ふれあい横浜ホスピタル
消化器内科

近藤 正晃 医師

視聴方法は、ＱＲコードからご確認を！

「オンライン医学講座」の受講方法は
必ず事前に当院ホームページで
ご確認ください。

当日は
インターネットで
無料視聴が
できます。ＱＲコード

QRコー
ドから！

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

　お産に関わる病気や、妊娠時に気を
付けたい疾病について、産婦人科の草
壁医師が解説します。さらに、当院の助
産師から、産前産後のより良いケアの内
容についての紹介もあります。是非、お気
軽にご視聴ください。

お産の不安はこれで解決！ ～産前産後に必要なケアとは～

参加無料参加無料オンライン医学講座
日 時

会 場

５月25日（火）15：00～16：00
インターネット配信により各ご自宅で

講 

師

康心会汐見台病院
産婦人科

草壁 広大 医師

浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
こ
の
治
療
を

行
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
け
い
部

に
異
様
な
膨
ら
み
を
抱
え
て
い
る

人
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
早
め

に
外
科
外
来
（
消
化
器
）
で
相
談

し
ま
し
ょ
う
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

病
気
で
は
な
い
の
で
す
。

皮
膚
の
下
に
は
み
出
て
く
る

　

こ
の
「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
で

は
、
腹
膜
や
腸
の
一
部
が
そ
け
い

部
の
筋
膜
の
間
か
ら
皮
膚
の
下
に

出
て
き
ま
す
。
良
性
の
病
気
で
、

「
脱
腸
（
だ
っ
ち
ょ
う
）」
と
い
う

名
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
立
っ

た
時
や
腹
部
に
力
を
入
れ
た
時

に
、
そ
け
い
部
の
膨
ら
み
に
気
づ

く
人
が
多
く
、
痛
み
や
違
和
感
を

と
も
な
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
腸
が
脱
出
し
続
け
た

時
に
「
腸
閉
塞
」
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
術
で
し
か
治
ら
な
い

　

こ
の
病
気
は
手
術
を
し

な
け
れ
ば
自
然
に
は
治
り

ま
せ
ん
。「
ふ
れ
あ
い
横

　

手
術
を
す
る
お
腹
の
病
気
で
有

名
な
の
は
「
虫
垂
炎
」（
盲
腸
）

で
す
が
、
こ
れ
よ
り
も
患
者
数
が

多
い
同
じ
お
腹
の
病
気
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
す
か
？

「
盲
腸
」
よ
り
多
い
「
脱
腸
」

　
「
虫
垂
炎
」
の
患
者
数
が
約

８
千
人
に
対
し
、「
そ
け
い
ヘ
ル

ニ
ア
」
の
患
者
数
は
約
１
万
９
千

人
で
す
（
厚
生
労
働
省
「
患
者
調

査
」
２
０
１
４
年
）。「
そ
け
い
ヘ

ル
ニ
ア
」（
脱
腸
）
は
、
珍
し
い

　
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
そ
け
い
ヘ
ル

ニ
ア
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
足
の
付
け
根
に
違

和
感
が
あ
る
人
は
、
一
度
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
位
置
に
な
い

の
あ
た
り
を
指
し
ま
す
。
こ
の
部

分
に
出
現
す
る
ヘ
ル
ニ
ア
を
、「
鼡

径
（
そ
け
い
）
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
い

い
ま
す
。

ポ
ッ
コ
リ
の
違
和
感

　

人
間
の
体
の
部
位
「
鼡
径
（
そ

け
い
）
部
」
と
は
、
足
の
付
け
根

資料：厚生労働省「患者調査」（2014年）

虫垂炎
（盲腸）

そけいヘルニア
（脱腸）

約１万9,000人

約8,000人
患者数
２倍以上
患者数
２倍以上

鼡径部
（足の付け根）

腸
皮膚

腹膜

鼡径
ヘルニア

ふれあい横浜ホスピタル
横浜市中区万代町2-3-3

☎045-681-5101
月 火 水 木 金 土

AM

PM

一般外科（消化器）

田中Dr．

田中Dr．

田中Dr．田中Dr．

大通り公園大通り公園

首都高速首都高速

文化体育館文化体育館

関内駅

伊勢佐木長者町駅伊勢佐木長者町駅

ふれあい
横浜ホスピタル

　

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、

体
の
組
織
（
腹
膜
や

腸
の
一
部
な
ど
）
が

本
来
あ
る
べ
き
正
し

い
位
置
（
お
腹
の
中
）

か
ら
、
は
み
出
し
て

い
る
状
態
で
す
。
こ

の
鼡
径
（
そ
け
い
）

ヘ
ル
ニ
ア
で
は
、
多
く
の
場
合
、

足
の
付
け
根
の
筋
膜
に
腸
な
ど
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
に
か
か
り
や
す
い
人

は
次
の
通
り
で
す
。
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

・
40
代
以
上
の
中
高
年

・
腹
圧
の
か
か
る
製
造
業
の
人

・
立
ち
仕
事
に
従
事
す
る
人

・
便
秘
症
や
肥
満
の
人

・
前
立
腺
肥
大
症
の
人

・
よ
く
咳
を
す
る
人

・
妊
婦　
　
　
　
な
ど

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」は
手
術
で
完
治
を

足
の
付
け
根
の
膨
ら
み
は
要
注
意

腸
が
出
て
い
る
可
能
性
が
！

　

臓
器
の
内
部
を
詳
し
く
調
べ
る
内
視
鏡
検
査
。
こ
の
内
視
鏡
は
、
検
査
だ
け
で

な
く
、
治
療
が
で
き
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
内
視
鏡
を
使
っ
た

主
な
治
療
方
法
（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
）
を
説
明
し
ま
す
。

　

横
浜
市
の
救
急
拠
点
病
院
（
二
次
救
急
）
と
し
て
、
磯
子
区
を
中
心
に
地
域
に

必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
で
は
、
さ
ら
な
る
医
療

の
充
実
を
目
指
し
、
こ
の
春
か
ら
、
外
科
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

内
視
鏡
検
査
で
「
ポ
リ
ー
プ
が

見
つ
か
っ
た
」
と
い
う
症
例
は
、

医
療
現
場
で
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
内
視
鏡
で
ポ
リ
ー

プ
を
と
る
と
い
っ
て
も
、
ど
の
よ

う
に
治
療
を
し
て
い
る
の
か
、
よ

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
外
科

は
、こ
の
春
（
２
０
２
１
年
４
月
）

か
ら
、
常
勤
医
師
４
名
、
非
常
勤

医
師
９
名
の
体
制
を
確
立
し
、
救

急
手
術
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

同
院
は
、
外
来
・
救
急
・
手
術
・

各
種
検
査
に
対
応
し
て
い
る
地
域

病
院
で
あ
り
、「
横
浜
市
二
次
救

く
理
解
し
て
い
な
い
人
は
多
い
よ

う
で
す
。

電
気
メ
ス
を
出
し
て
切
除

　

内
視
鏡
治
療
（
手
術
）
で
は
、

ま
ず
内
視
鏡
を
使
っ
て
ポ
リ
ー
プ

急
拠
点
病
院
」
と
し
て
、
24
時
間

３
６
５
日
に
わ
た
り
、
医
療
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

救
急
か
ら
手
術
、化
学
療
法
ま
で

　

外
科
の
新
体
制
の
下
で
、
部
長

に
就
任
し
た
の
は
、
４
月
に
着
任

し
た
田
邉
浩
悌
（
た
な
べ 

ひ
ろ

や
す
）
医
師
で
す
。

　

前
任
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱

海
病
院
の
准
教
授
と
し
て
、
胃
・

大
腸
な
ど
の
消
化
器
が
ん
に
お
け

る
外
科
手
術
や
化
学
療
法
に
、
長

年
携
わ
っ
て
き
た
医
師
で
す
。
若

手
外
科
医
の
指
導
実
績
も
多
く
、

近
年
で
は
、
漢
方
治
療
を
と
り
入

れ
る
な
ど
、
術
前
術
後
を
含
め
た

ケ
ア
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
原
正
輝
（
く
り
は
ら 

ま
さ
き
）
医
師
も
、
今
春
着
任
し

た
外
科
担
当
医
の
一
人
で
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

や
横
浜
南
共
済
病
院
な
ど
で
の
診

の
大
き
さ
や
形
、
範
囲
な
ど
を
確

認
し
ま
す
。
そ
し
て
今
度
は
、
内

視
鏡
の
先
端
か
ら
電
気
メ
ス
を
出

し
、
通
電
さ
せ
て
ポ
リ
ー
プ
を
切

除
し
ま
す
。

　

電
気
メ
ス
は
ル
ー
プ
状
に
な
っ

て
お
り
、
ル
ー
プ
を
開
い
て
ポ

リ
ー
プ
の
付
け
根
ま
で
被
せ
て
メ

ス
の
位
置
を
合
わ
せ
ま
す
。
こ
の

ル
ー
プ
を
縮
め
な
が
ら
微
調
整
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
ポ
リ
ー
プ
を

取
り
残
す
こ
と
な
く
、
余
分
な
組

織
を
巻
き
込
ま
な
い
よ
う
に
、
刃

を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

切
除
後
は
、
傷
の
深
さ
や
出
血

療
経
験
を
も
ち
、
消
化
器
と
呼
吸

器
の
外
科
治
療
に
長
け
た
医
師
で

す
。
外
科
に
関
わ
る
幅
広
い
診
療

に
携
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
院
で
は
、
赤
池

信
院
長
（
元
・
神
奈
川
県
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
総
長
）
を
は
じ
め
と
す

る
医
師
が
、
外
科
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
赤
池
院
長
は
、「
こ
の
新

体
制
で
地
域
の
皆
さ
ま
を
よ
り
一

層
支
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
外

傷
等
の
外
科
疾
患
で
お
困
り
の
際

は
、
是
非
、
康
心
会
汐
見
台
病
院

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

な
ど
を
確
認
し
、
問
題
が
な
け
れ

ば
手
術
が
完
了
と
な
り
ま
す
。

切
ら
れ
る
感
覚
が
な
い

　

ポ
リ
ー
プ
は
、
発
見
し
た
ら
全

て
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
が

ん
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る

「
大
腸
ポ
リ
ー
プ
」
で
あ
っ
た
場

合
で
も
、が
ん
と
は
関
係
な
い「
過

形
成
性
ポ
リ
ー
プ
」
と
、
が
ん
化

し
や
す
い
「
腺
腫
性
ポ
リ
ー
プ
」

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
主
に
切
除

の
対
象
に
な
る
の
は
、
腺
腫
性
ポ

リ
ー
プ
に
な
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
で
は
、
切
除
の
最
中
に

切
ら
れ
る
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん

が
、
切
除
後
の
一
定
期
間
に
、
飲

酒
や
腹
圧
の
か
か
る
運
動
が
禁
止

で
あ
っ
た
り
、
食
事
内
容
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。
手
術
を
受
け
た
体

感
が
薄
ら
ぎ
や
す
い
内
視
鏡
治
療

は
、
よ
り
一
層
、
内
容
や
注
意
事

項
を
理
解
し
、
順
調
な
回
復
に
集

中
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

内視鏡によるポリープ切除
ー 大腸ポリペクトミーの例 ー

切除後の
出血などを
確認する

切除

ループを
被せて縁を
締める

ループ
固定

先端から
電気メス
を出す

電気
メス

カメラ
内視鏡で
形状・範囲
などを確認

ポリープ

康心会汐見台病院
外科部長

田邉 浩悌 医師

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
外
科
の
新
体
制

消
化
器
・呼
吸
器
分
野
に
長
け
た
医
師
が
着
任

　 

検
査
だ
け
で
は
な
い
！

　
　
　 

治
療
器
具
と
し
て
の
内
視
鏡
の
働
き

康心会汐見台病院
外科

栗原 正輝 医師

横浜市磯子区汐見台1-6-5
☎045-761-3581

京急線

磯子駅

屏風浦駅

環
状
２
号

汐見台交番前

16

P有康心会
汐見台病院

2021年４月
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横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

住宅型・サウスウイング
イースト
ウイング

西口

シャトルバス
乗り場

シャトルバス
乗り場

アクセス

（

　　　　　お車の方
横浜新道「川上IC」
または「今井IC」から５分
      無料駐車場を
     ご利用ください （ （（

電車の方
JR「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分
      徒歩では同駅
         から１５分

☎０45-827-２707
イーストウイングイーストウイング介護付 横浜市戸塚区上品濃１６ｰ８

【 問合せ 9:00～18：00 】

シニアホテル東戸塚シニアホテル東戸塚 東戸塚 イースト 検索

談
は
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
家
族
の
入
居
を
考
え
て
い
る
」

「
夫
婦
で
利
用
す
る
た
め
に
部
屋

の
間
取
り
が
気
に
な
る
」「
将
来

の
入
居
の
た
め
に
、
参
考
に
し
た

い
」
と
い
う
人
は
、
早
め
の
申
し

込
み
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
満
室

に
な
っ
た
ら
、
実
際
の
部
屋
の
見

学
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

資
料
請
求
は
、
お
電
話
ま
た
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
可
能
。

送
付
無
料
な
の
で
、
お
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ベ
ー
タ
ー
で
階
下
に
降
り
る
だ
け

と
い
う
利
便
性
に
加
え
、
緊
急
時

も
安
心
。
受
診
医
療
費
の
支
払
い

は
、
ホ
ー
ム
入
居
の
月
額
利
用
料

と
合
算
が
で
き
る
の
で
、
通
院
時

間
の
短
縮
だ
け
で
な
く
、
支
払
い

の
手
間
な
ど
も
軽
減
で
き
ま
す
。

見
学
の
チ
ャ
ン
ス

　

最
近
、
同
ホ
ー
ム
で
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
済
み
の
居
室
が
人
気

で
、
一
人
部
屋
と
、
二
人
（
夫
婦

な
ど
）
で
も
利
用
可
能
な
居
室
が

あ
り
、
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い

る
と
の
こ
と
。
個
別
の
見
学
や
相

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ

ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
・
イ
ー
ス
ト

ウ
イ
ン
グ
」
は
、
横
浜
市
と
い
う

近
代
都
市
に
あ
り
な
が
ら
、
戸
塚

区
上
品
濃
の
閑
静
な
土
地
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

時
間
も
手
間
も
短
縮

　

階
下
に
は
、
グ
ル
ー
プ
病
院
で

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
が
あ
り
、
同
じ
建
物
の
上

層
階
（
６
～
９
階
）
が
同
ホ
ー
ム

の
フ
ロ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
高
齢
者
に
欠
か
せ
な
い

病
院
へ
の
定
期
通
院
は
、
エ
レ

　

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
内
観
の
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
病
院
が
同
一
建
物
内
に

あ
り
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
暮
ら
し
に
安
心
感
を
提
供
し
て
い
る
「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東

戸
塚
・
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
」
を
紹
介
し
ま
す
。
定
期
通
院
な
ど
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
降
り
る
だ
け
、
と
い
っ
た
高
齢
者
が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
・
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ

「
人
気
の
リ
フォ
ー
ム
部
屋
、是
非
ご
見
学
く
だ
さ
い」

「施設」ではなく「住まい」を
　　　  　　  実感する優雅な空間
品格ある中庭、ゆったりとした居室、充実の外気浴に囲まれた住まいを貴方へー。

中庭が望めるスペース
は読書や歓談の場として
人気の空間

屋上庭園や中庭は飽き
のこない開放感と静寂
が同居する

９階展望レストランや
テラスからは横浜港
まで見渡せる

自然の光が
包み込む

落ち着いた
雰囲気に癒される

素晴らしい
眺望までも日常に

介護付有料老人ホーム

イーストウイング
シニアホテル東戸塚

個別見学
受付中！
個別見学
受付中！
個別見学
受付中！
個別見学
受付中！

　

○
…
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ

の
病
院
は
、
大
き
過
ぎ
ず
、
何

時
間
も
の
診
察
待
ち
は
ほ
と
ん

ど
な
い
一
方
で
、
必
要
な
検
査

な
ど
が
し
っ
か
り
と
受
け
ら
れ
、

地
域
に
寄
り
添
っ
た
医
療
が
あ

る
現
場
だ
と
思
い
ま
す
」。
同
グ

ル
ー
プ
の
「
康
心
会
汐
見
台
病

院
」（
磯
子
区
／
月
・
水
曜
日
）

の
ほ
か
、「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス

ピ
タ
ル
」（
中
区
／
火
・
木
曜
日
）

で
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
順
天
堂
大
学
を
卒
業

後
、
初
め
は
病
理
医
に
。
多
数

の
病
理
解
剖
で
得
た
外
科
技
術

や
、
細
胞
レ
ベ
ル
の
診
断
知
識
を

買
わ
れ
、「
臨
床
（
病
院
で
の
診

療
）
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
言
わ

れ
て
。
当
時
は
、
泌
尿
器
科
は

特
異
的
な
科
目
の
一
つ
で
、
背
中

に
張
り
付
い
て
い
る
臓
器
を
扱
う

の
で
、
人
体
の
構
造
を
深
く
理

解
し
て
い
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
自
分
の
技
術
と

経
験
で
更
な
る
医
療
貢
献
が
で

き
た
ら
と
い
う
気
持
ち
で
、
そ

れ
か
ら
と
に
か
く
一
生
懸
命
に

や
っ
て
き
ま
し
た
」。
泌
尿
器

科
は
外
科
的
な
側
面
が
大
き
く
、

前
立
腺
や
膀
胱
の
検
査
や
治
療

の
ほ
か
、
腎
臓
が
ん
、
腎
盂
が

ん
な
ど
の
手
術
も
執
刀
し
ま
す
。

「
病
理
医
の
経
験
は
、
私
の
基

礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

内
科
的
な
治
療
を
主
と
し
て
い

ま
す
が
、『
泌
尿
器
に
限
ら
ず
、

内
科
的
・
外
科
的
に
全
身
を
幅

広
く
診
る
』
と
い
う
モ
ッ
ト
ー

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
米
国
の
泌
尿
器
病
理
学

研
究
所
（
ワ
シ
ン
ト
ン

D.C.
）
や
、

30
年
以
上
に
わ
た
る
順
天
堂
大

学
医
学
部
附
属
病
院
（
文
京
区
、

浦
安
市
）
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
経

て
、ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
へ
。「
当

院
で
の
４
年
間
の
診
療
で
も
心

掛
け
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
患

者
さ
ま
に
同
じ
よ
う
な
検
査
を

繰
り
返
し
受
け
て
い
た
だ
か

な
く
て
す
む
よ
う
に
、
他
院
の

デ
ー
タ
は
持
参
し
て
い
た
だ
い

て
、直
近
の
検
査
結
果
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
必
要
な

検
査
で
は
、
比
較
的
苦
痛
を
伴

わ
な
い
も
の
で
対
応
で
き
る
か

ど
う
か
を
考
え
て
い
ま
す
」。
優

し
い
気
遣
い
は
、
時
折
溢
れ
る

笑
顔
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

    

病
理
医
の
経
験
を
礎
に

 

　
　 

常
に
苦
痛
の
少
な
い
方
法
を
考
え

川地 義雄 医師
 （かわち よしお）　　　　

康心会汐見台病院
【泌尿器科】

医学博士
日本泌尿器科学会 認定専門医

　

尿
に
関
す
る
悩
み
や
、
男
性
機
能
障
害
、
前
立
腺
や
腎
臓
、
膀
胱
な
ど
の
が
ん

の
診
断
を
行
な
っ
て
い
る
磯
子
区
の
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
泌
尿
器
科
は
、
毎

週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
全
て
午
前
・
午
後
）
に
外
来
診
察
が
あ
り
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
排

尿
障
害
や
過
活
動
膀
胱
、
尿
路
結

石
、
男
性
機
能
障
害
、
膀
胱
炎
、

腎
盂
炎
、
尿
道
炎
の
ほ
か
、
前
立

腺
が
ん
、
腎
臓
が
ん
、
腎
盂
が
ん
、

膀
胱
が
ん
な
ど
の
腫
瘍
一
般
（
初

師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で

紹
介
＝
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て

い
ま
す
。

　
「
男
性
特
有
の
病
気
で
あ
る
前

立
腺
疾
患
の
う
ち
、【
前
立
腺
肥

大
症
】
や
【
前
立
腺
炎
】
で
は
、

尿
道
が
圧
迫
さ
れ
て
、
尿
が
出
に

く
い
／
排
尿
回
数
が
多
い
／
排
尿

後
に
尿
が
残
っ
た
感
じ
が
す
る
／

夜
間
の
排
尿
回
数
が
多
い
、
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

一
方
、【
前
立
腺
が
ん
】
で
は
、

か
な
り
進
行
す
る
ま
で
、
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

が
ん
と
知
ら
ず
に
放
置
し
、
進

期
が
ん
）
の
診
察
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

中
高
年
に
な
る
と
、
尿
に
関
係

す
る
悩
み
は
多
く
な
り
ま
す
が
、

恥
ず
か
し
さ
も
あ
っ
て
か
、
な
か

な
か
受
診
に
踏
み
切
れ
な
い
人

は
、
相
当
数
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

中
高
年
に
は
、「
前
立
腺
疾
患
」

「
過
活
動
膀
胱
」「
夜
間
頻
尿
」
な

ど
が
多
く
、
治
療
は
主
に
薬
物
療

法
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
症
状
は
、腫
瘍（
が
ん
）や
炎
症
、

睡
眠
障
害
で
あ
っ
て
も
起
こ
る
場

行
し
て
し
ま
う
と
、
が
ん
は
リ
ン

パ
節
や
骨
に
転
移
し
ま
す
。
そ
し

て
、
腰
痛
や
が
ん
性
疼
痛
な
ど
を

生
じ
、
体
が
つ
ら
く
な
っ
て
い
き

ま
す
」適

切
な
治
療
の
選
択
に
は

　
「
前
立
腺
が
ん
の
治
療
は
、
発

見
時
の
状
態
に
応
じ
て
選
択
し
ま

す
。
前
立
腺
内
に
が
ん
が
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の

治
療
が
選
択
肢
に
あ
が
り
ま
す
。

▽
監
視
療
法

▽
フ
ォ
ー
カ
ル
セ
ラ
ピ
ー

▽
外
科
的
治
療
（
手
術
）

▽
放
射
線
治
療

▽
ホ
ル
モ
ン
療
法　
　
な
ど

泌尿器の様子（概略）

腎臓

尿管

腎盂

膀胱

前立腺

PSA検査の年齢階層別基準値
年齢 基準値

50～64歳 0.0～3.0ng/ml

65～69歳 0.0～3.5ng/ml

70歳以上 0.0～4.0ng/ml
「日本泌尿器科学会」資料より

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
泌
尿
器
科

前
立
腺
が
ん
の
治
療
は「
早
期
発
見
」が
鉄
則
！

取
材
協
力

　

当
院
（
康
心
会
汐
見
台
病
院
）

で
は
、
外
科
的
治
療
に
お
い
て
、

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
『
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
』
＝
左
上
写
真
＝
を
導
入
し

て
い
る
連
携
病
院
（
湘
南
東
部
総

合
病
院
／
茅
ヶ
崎
市
）
で
の
手
術

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
で
は
、
傷
が
小
さ
く

す
む
の
で
回
復
が
早
く
な
り
、
前

立
腺
が
ん
で
は
、
近
年
、
特
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
」

40
歳
以
上
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を

　
「
前
立
腺
が
ん
は
、
早
期
に
発

見
で
き
る
と
、
治
療
の
選
択
肢
が

増
え
、
完
治
の
可
能
性
も
高
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
進
行
し
な
い
と

自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん

の
で
、
男
性
は
40
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
症
状
が
な
く
て
も
、
健
康
診

断
な
ど
の
際
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺

特
異
抗
原
）
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
検
査
数
値
が

４
．
０
ng
／
㎖
以
上
で
あ
っ
た
場

合
は
、
早
く
泌
尿
器
科
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
の
外
来
で
は
、
前
立
腺
が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
疾
患
の

検
査
や
診
断
、
外
科
的
治
療
後
の

薬
物
療
法
、
定
期
検
査
、
経
過
観

察
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。『
健

診
の
数
値
が
悪
か
っ
た
』『
血
尿

が
出
た
』『
ト
イ
レ
が
近
い
』
な

ど
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
当
院
に

是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

磯
子
駅
な
ど
か
ら
無
料
バ
ス
あ
り

担当医が手術支援ロボット「ダ・ヴィ
ンチ」を操作（写真上）し、ロボッ
トアームが精巧な動きで患部を治
療する（写真下）／イメージ

ロボットアーム

医師

助手

合
が
あ
る
の

で
、同
院
で
は
、

必
要
に
応
じ
て

鑑
別
を
し
っ
か

り
と
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

担
当
医
で
あ

る
川
地
義
雄
医

2



〒244-0806神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48東戸塚キャンパス
☎045-821-0115 
入試事務室（アドミッションセンター）

詳しい情報は、
湘南医療大学のホームページにて
ご確認ください。

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

湘南医療
大学

・薬学部校舎
・薬草園

横浜
新道

横浜
新道

マクドナルドマクドナルド
セブンイレブンセブンイレブン

郵便局郵便局

東急ストア東急ストア
西口西口  

東
海
道
線

横
須
賀
線

東
戸
塚
駅

※東戸塚駅までの所要時間  。
  （朝通学時間帯の目安）
    路線図 は一部を表示。

渋谷
36

品川
32

新宿
42分

東京
42

新横浜
30

横浜
8

東戸塚

町田
51

橋本
65

小田原
50

大和
37

二俣川
29

金沢文庫
32

上大岡
18

関内
17港南台

22

横須賀
35

久里浜
46

大船
9

藤沢
17

小
田
急
線

相鉄線

横浜線

東海道線

京急線

根岸線

横須賀線
湘南新宿ライン

東
横
線

分

分

分
分

分

分 分

分

分

分

分

分

分分

分

分

分 分

JR東戸塚駅徒歩12分

 
定員      の
少人数教育

 薬学部 薬学部
新設新設

１７病院＋５１保健福祉施設

臨床に強い薬剤師

１７病院＋５１保健福祉施設

臨床に強い薬剤師

　　　　　　　　の
バックアップの下、
　　　　　　　　を育成！

オープンキャンパス

130名

入試対策説明会

295 （土）

177
（土）

時　間

14：00 ～ 16：00
時　間

〈 2021年４月開設 〉〈 2021年４月開設 〉

　　保健医療学部 看護学科 リハビリテーション学科
　　薬学部 医療薬学科

湘南医療大学湘南医療大学

10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

266 （土）

７8 （土）６8 （金）

交通アクセス

2021年度 ２学部同時開催！

ふれあい東戸塚ホスピタル
腎臓・透析内科

井上 純雄 副院長

　

ご
自
宅
で
の
透
析
生
活
に
、
ご

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
是
非

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
正
し

い
生
活
習
慣
を
送
り
、
透
析
治
療

を
安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
が
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
」。

に
も
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
環
境

で
す
」自

宅
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
も

　
「
さ
ら
に
当
院
は
、
通
院
だ
け

で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
入
院
で

の
透
析
治
療
に
も
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
退
院
後
の
生
活
、
ま

た
は
ご
自
宅
で
の
透
析
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
な
え
る
よ
う
に
、
訪

問
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
・
訪
問

介
護
）
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
」

透
析
用
の
血
管
手
術
も

　
「
当
院
で
は
、
透
析
に
関
わ
る

手
術
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

透
析
用
の
血
管
を
造
設
す
る

『
シ
ャ
ン
ト
（
血
管
）
の
導
入
』

の
手
術
や
、
透
析
治
療
で
使
用
し

た
血
管
が
狭
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
拡
張
す
る
手
術
（
血
管
形
成

術
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
』）、
シ
ャ
ン
ト
（
透

析
用
の
血
管
）
を
作
り
直
す
『
再

建
術
』
な
ど
、
血
管
の
ト
ラ
ブ
ル

　
（
透
析
治
療
担
当
・
井
上
純
雄

副
院
長
）「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ

ス
ピ
タ
ル
で
は
、
人
工
透
析
治
療

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
院
し
て
治
療
を
受
け
る
『
外

来
透
析
』
で
は
、
透
析
ベ
ッ
ド
を

28
床
用
意
し
、
午
前
・
午
後
の
２

ク
ー
ル
で
血
液
透
析
を
行
な
っ
て

　

透
析
患
者
に
と
っ
て
、
血
管
の
ト
ラ
ブ
ル
や
入
院
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
あ
る

と
安
心
で
す
。「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
血
管
の
手
術
や
入
院
、
訪

問
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
ま
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
化
さ
せ
て
い
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

「日本透析医学会」資料より
1968 78 88 98 2008 18（年）

（万人）

透析患者数の推移

30

20

10

0

339,841人

185,322人

２０年で
約２倍
に増加

２０年で
約２倍
に増加

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

治
療
以
外
の
日
常
管
理
が
大
事

　

血
液
透
析
で
は
、
ベ
ッ
ド
で
３

～
４
時
間
横
に
な
り
、
機
械
を
通

し
て
透
析
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。そ
れ
以
外
の
時
間
は
、

自
由
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
腎
臓
が
悪
い
状
態

な
の
で
、
治
療
時
間
以
外
に
も
、

自
己
管
理
が
必
要
な
こ
と
に
は
変

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。見
え
な
い
・

感
じ
な
い
リ
ス
ク
に
、
患
者
本
人

が
ど
こ
ま
で
自
己
規
制
で
き
る
か

が
治
療
効
果
を
左
右
し
ま
す
。
乱

れ
た
生
活
習
慣
は
大
敵
で
、
食
事

の
管
理
な
ど
は
常
に
必
要
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
に
正
し
い

生
活
を
送
り
な
が
ら
透
析
を
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
患
者
に
と
っ

て
、
日
々
の
サ
ポ
ー
ト
は
か
け
替

え
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
透

析
施
設
を
選
ぶ
際
に
は
、
悩
み
や

不
安
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

景
に
は
、
人
口
構
成
の
高
齢
化
だ

け
で
は
な
く
、「
糖
尿
病
」
の
多

さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
工
透
析
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
原
因
疾
患
の
１
位
に

は
「
糖
尿
病
性
腎
症
」
が
あ
げ
ら

れ
、
こ
れ
は
、
人
工
透
析
患
者
の

全
体
数
の
う
ち
、
約
40
％
に
該
当

し
ま
す
〈
以
上
、「
日
本
透
析
医

学
会
」
資
料
よ
り
〉。

　

高
齢
で
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る

人
が
人
工
透
析
治
療
を
進
め
て
い

く
と
、【
網
膜
症
】【
起
立
性
低
血

圧
】【
四
肢
の
潰
瘍
・
壊
疽
】
を

は
じ
め
と
す
る
合
併
症
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
の
で
、
さ
ら
に
注
意

え
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
20
年

間
で
２
倍
近
く
に
も
ふ
く
れ
上
が

り
、
現
在
は
約
34
万
人
を
数
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
総
人
口
で

考
え
る
と
、
お
よ
そ

３
８
０
人
に
１
人

が
人
工
透
析
患
者

と
い
う
割
合
に
な

り
ま
す
。

原
因
の
４
割
は

　

特
に
近
年
は
、
毎

年
お
よ
そ
５
０
０

０
人
ペ
ー
ス
で
患

者
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背

高
齢
化
と
と
も
に
増
加

　

日
本
で
は
、
高
齢
人
口
の
増
加

と
と
も
に
、
人
工
透
析
患
者
が
増

　

透
析
患
者
数
は
、
20
年
間
で
約
２
倍
へ
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、

生
活
習
慣
病
で
あ
る「
糖
尿
病
」が
あ
り
ま
す
。
人
工
透
析
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
糖
尿
病
と
同
じ
よ
う
に
、
生
活
の
自
己
管
理
は
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

〈 

お
問
合
せ 

〉

▽
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉

    

☎
０
４
５・８
０
３・３
２
２
１

    

泉
区
中
田
南
４
の
３
の
23

▽
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

    

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

    

戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

＊
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
は
、
人
工
透
析
治
療
の
ほ

か
、
皮
膚
科
や
整
形
外
科
な

ど
の
幅
広
い
診
療
科
が
あ
る

地
域
病
院
で
す
。

連
携
機
関
に「
ふ
れ
あ
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
泉
」（
中
田
駅
徒
歩
５

分
）を
も
ち
、
同
ク
リ
ニッ
ク
の

シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
入
院
も
、

円
滑
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
シ
ャ
ン
ト
導
入
か
ら
訪
問
看
護
ま
で

　
　
　
　
　
人
工
透
析
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト

自
分
に
合
う
施
設
選
び
で
充
実
の
透
析
生
活
へ

3



アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-
　586-1717（代表）

鶴見区東寺尾4-4-22

新子安駅から
無料シャトル
バスで約5分

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

JR

1

５月２7日（木）13：00～14：00
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

転ばぬ先の杖⁉おウチで転倒予防体操
　理学療法士と一緒に健康体操をしま
しょう！身体機能の維持・向上のために、
病院現場で高齢者にリハビリテーションを
施術している現役の療法士が、高齢者
の健康維持に効果的な体操を、楽しく丁
寧にお伝えいたします。是非、ご参加を！

会場入場（定員20名）を
ご希望される方は、
お電話でご予約ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル

畑山 愛子
　　　　理学療法士

免疫学の基礎
　今、「ウイルス」という言葉に敏感に
なっていると思いますが、そもそもウイル
スはなぜ怖いのでしょうか。今回は、ウイ
ルスについて学び、そしてそこからウイル
スを「正しく恐れる姿勢」をお伝えいたし
ます。是非、ご視聴ください。

Web医学講座
５月20日（木）から公 開

会 場 当院ホームページ上で視聴
講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
腎臓・透析内科

井上 純雄 副院長

当院ホームページ上でご視聴ください

Web医学講座は、無料視聴が
可能です。公開日以降に当院の
ホームページからご視聴ください。

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16-8

ＱＲコード

ＱＲコードから！

無料公開無料公開

血
液
、
心
電
図
な
ど
の
検
査
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
総
合
的
に

脳
卒
中
の
起
こ
り
や
す
さ
を
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
脳
ド
ッ
ク
の
料
金
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
（
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ

ス
ピ
タ
ル
）
で
は
、
３
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
簡
易
検
査
コ
ー
ス  

２
万
８
千
円

▽
Ａ
コ
ー
ス　
　
　
３
万
８
千
円

▽
Ｂ
コ
ー
ス　
　
　
４
万
６
千
円

　

検
査
時
間
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
30
分
か
ら
２
時

間
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
日
本
脳
ド
ッ
ク
学

会
会
員
で
脳
神
経
外
科
の
専
門
の

医
師
が
、
問
診
・
検
査
結
果
を
読

影
診
断
し
て
お
り
ま
す
。
脳
の
病

気
の
予
防
に
は
、
是
非
、
当
院
の

脳
ド
ッ
ク
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

き
ま
す
。

　
Ｑ
．
画
像
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
画
像
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
中
心

と
な
り
ま
す
（
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ

ス
ピ
タ
ル
で
は
1.5
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

を
使
用
）。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
全
て
を
予

想
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
脳
の
萎
縮
や
動
脈
硬
化
の
変

化
、
無
症
候
性
脳
梗
塞
、
微
小
脳

出
血
、
約
３
㎜
以
上
の
脳
動
脈
瘤

な
ど
の
検
出
に
優
れ
て
い
る
装
置

で
す
。
こ
れ
に
頸
動
脈
超
音
波
や

　
Ｑ
．
脳
ド
ッ
ク
は
、
そ
も
そ
も

ど
の
よ
う
な
検
査
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
脳
卒
中
（
脳
血
管
障
害
）

の
危
険
因
子
で
あ
る
肥
満
・
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
喫

煙
歴
な
ど
を
、
問
診
や
血
液
検
査

で
調
べ
ま
す
。
さ
ら
に
画
像
診
断

に
よ
っ
て
、
脳
や
頭
頸
部
血
管
も

調
べ
る
検
査
な
の
で
、
脳
卒
中
の

起
こ
り
や
す
さ
を
知
る
こ
と
が
で

　

脳
卒
中（
脳
血
管
障
害
）の
予
防
に
、「
脳
ド
ッ
ク
」

の
有
用
性
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の

石
井
副
院
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
〈
取
材
協
力
〉

る
激
し
い
頭
痛
／
嘔
吐
／
意
識
障

害
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。

　

脳
血
管
障
害
は
、
一
度
発
症
す

る
と
永
続
的
な
後
遺
症
を
残
す
こ

と
が
多
く
、
ま
た
、
命
に
関
わ
る

病
気
の
た
め
、
適
切
な
予
防
を
行

な
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

な
ど
は
、
必
ず
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
症
状
は
な
い

が
脳
の
病
気
が
不
安
で
あ
っ
た

り
、
く
も
膜
下
出
血
の
原
因
で
あ

る
脳
動
脈
瘤
が
心
配
の
場
合
は
、

脳
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
出
血
性
脳
血
管
障
害
」
は
、

脳
出
血
や
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。

発
症
し
た
ら
後
遺
症
が

　

脳
梗
塞
や
脳
出
血
の
主
な
症
状

は
、
突
発
す
る
神
経
症
状
が
特
徴

で
す
。
具
体
的
に
は
、
半
身
の
脱

力
感
／
し
び
れ
／
失
語
症
／
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
い
／
物
が
二
重
に
見

え
る
／
片
側
の
目
が
見
え
な
く
な

る
／
視
野
の
半
分
が
見
え
な
く
な

る
／
目
の
前
が
暗
く
な
る
、
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

く
も
膜
下
出
血
で
は
、
突
発
す

　
「
脳
血
管
障
害
」（
脳
卒
中
）
は
、

閉
塞
性
と
出
血
性
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　

脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
閉
塞
性

脳
血
管
障
害
」
は
、
脳
梗
塞
が
該

当
し
ま
す
。
脳
梗
塞
は
、
そ
の
原

因
に
よ
っ
て
、
脳
血
栓
症
や
脳
塞

栓
症
が
あ
り
ま
す
。

石井映幸副院長（脳神経外科）

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
撮
影
し
た
頭
部
の
画
像

脳
血
管
障
害

（
脳
卒
中
）

閉塞性

出血性

脳梗塞

脳出血

くも膜

くも膜下
出血

脳
梗
塞・脳
出
血・く
も
膜
下
出
血
の
症
状
と
予
防

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
脳
ド
ッ
ク
」

脳
卒
中
の
起
こ
り
や
す
さ
を
診
断
！

タ
バ
コ
は
が
ん
の
原
因
！
家
族
に
も
被
害
が

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
禁
煙
外
来

「
お
う
ち
時
間
」の
今
が
禁
煙
の
大
チ
ャ
ン
ス
！

の
禁
断
症
状
を
生
じ
ま
す
が
、
外

来
で
は
、
こ
れ
ら
も
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
間
医
師
は
、「
生
理
学
的
・

心
理
学
的
側
面
の
両
方
か
ら
、
無

理
な
く
禁
煙
に
導
く
こ
と
が
、
当

院
の
特
徴
で
す
。

　

ご
自
身
の
意
志
だ
け
で
は
非
常

に
困
難
で
あ
る
禁
煙
へ
の
挑
戦

を
、丁
寧
に
お
手
伝
い
致
し
ま
す
。

家
に
い
る
時
間
が
長
い
今
の
時
期

を
き
っ
か
け
に
、
家
族
の
た
め
に

も
、
禁
煙
を
始
め
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

チ
ン
パ
ッ
チ
）
な
ど
を
適
切
に
処

方
し
、診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

心
理
的
側
面
も
大
事

　

禁
煙
が
難
し
い
理
由
は
、「
絶

対
に
や
め
る
ぞ
！
」
と
い
う
本
人

の
意
志
だ
け
に
頼
る
こ
と
が
、
生

理
的
に
限
界
が
あ
る
か
ら
で
す
。

同
院
の
禁
煙
外
来
は
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
患
者
の
深
い
理
解
と
、
寄

り
添
っ
た
診
療
が
特
徴
で
す
。

　

一
人
で
禁
煙
を
進
め
て
い
く

と
、
不
眠
・
発
汗
・
頭
痛
・
イ
ラ

イ
ラ
・
不
安
な
ど
の
た
ば
こ
特
有

　

健
康
保
険
で
禁
煙
治
療
を
受
け

る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
要
件
が

あ
り
ま
す
＝
下
表
参
照
。
ふ
れ
あ

い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
日

本
禁
煙
学
会
認
定
指
導
医
で
あ
る

本
間
和
夫
副
院
長
が「
禁
煙
外
来
」

を
担
当
し
、
患
者
の
体
調
や
病
気

の
有
無
に
あ
わ
せ
て
、飲
み
薬（
バ

レ
ニ
ク
リ
ン
）
や
貼
り
薬
（
ニ
コ

　

戸
塚
区
上
品
濃
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
日
本
禁
煙

学
会
認
定
指
導
医
が
、
専
門
知
識
を
も
っ
て
精
力
的
に
禁
煙
治
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
同
院
の
治
療
で
は
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
喫
煙
者
が

吸
う
「
主
流
煙
」
よ
り
も
、
発
生

す
る
煙
の
「
副
流
煙
」
の
方
が
有

害
物
質
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
三
大
有
害
物
質
で
あ

る
「
ニ
コ
チ
ン
」「
タ
ー
ル
」「
一

酸
化
炭
素
」
の
値
を
、
主
流
煙
を

１
と
し
た
場
合
、
副
流
煙
で
は
ニ

コ
チ
ン
は
お
よ
そ
２
．８
倍
、タ
ー

ル
は
お
よ
そ
３
．
４
倍
、
一
酸
化

炭
素
は
お
よ
そ
４
．
７
倍
も
高
く

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
厚

労
省
「
た
ば
こ
煙
の
成
分
分
析
に

つ
い
て
」
資
料
ほ
か
）。

禁
煙
は
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い

　

禁
煙
は
、
自
分
一
人
の
意
思
で

は
と
て
も
難
し
い
も
の
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
は
健
康
保

険
が
適
用
に
な
る
（
人
も
い
る
）

「
禁
煙
外
来
」
が
あ
り
ま
す
。
医

療
の
力
を
借
り
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
が
ん
の
予

防
に
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
こ
れ
ま
で
喫
煙
し
て
き

た
人
も
、
今
か
ら
禁
煙
す
る
こ
と

で
、
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

副
流
煙
で
非
喫
煙
者
に
も

　

喫
煙
の
行
為
は
、
喫
煙
者
本
人

で
は
な
い
周
り
の
家
族
な
ど
に

も
、
肺
が
ん
な
ど
の
健
康
被
害
を

与
え
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
に
は
、
発
が
ん
性
の
有

な
っ
た
男
性
の
30
％
、
女
性
の

５
％
は
、
た
ば
こ
が
原
因
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
た

人
の
う
ち
、
男
性
の
34
％
、
女
性

の
６
％
は
、
た
ば
こ
が
関
係
し
て

が
ん
の
３
割
に
影
響

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
「
が

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
た
ば

こ
と
が
ん
の
関
係
性
に
つ
い
て
の

研
究
結
果
を
掲
載
し
、
が
ん
に

　

た
ば
こ
の
影
響
で
、
が
ん
に
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
命
を
失
う
人
が
多
い
こ
と

が
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
研
究
で
判
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
の
煙
（
副
流

煙
）
に
よ
っ
て
、
健
康
被
害
を
被
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

34%34%

がんの
　　死亡者

30%30%

がんの
　　罹患者

男性男性

国立がん研究センター「がん情報サービス」より

たばこが原因！

ニコチン 血管を収縮させて
 血圧心拍数を高める
タール 数百種類の
 発がん性物質を含む
一酸化炭素 赤血球の酸素運搬能力
 を低下させて一種の
 酸欠状態を起こす

主な
たばこの有害物質

ふれあい東戸塚ホスピタル
禁煙治療担当

本間 和夫 副院長

月受 付 火 水 木 金 土
午 前

8：30～11：30

午 後
13：30～16：30

予約
不要

禁
煙
外
来

ふれあい東戸塚ホスピタル 横浜市戸塚区上品濃16-8

☎045-827-2637 東戸塚駅西口から
無料シャトルバス５分

３カ月間で５回の
　 通院と診療に
　 同意できる

．
説明を受けて
治療承諾書に
同意できる

．．

※35歳以上

※

喫煙年数
×

１日の平均喫煙本数
＝

２００本以上

喫煙年数
×

１日の平均喫煙本数
＝

２００本以上

患者自ら
禁煙を
望んでいる

． ．
「ニコチン依存症」
診断テストが
５点以上

禁
煙
治
療

　要件　

保険診療
による
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